
額
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
個
人
蔵
の
も
の
、
下
書
レ
ベ

ル
の
も
の
、
弟
子
が
写
し
た
も
の
な
ど
も
多
く
、
総
量

の
把
握
は
困
難
で
あ
る
。
今
後
、
い
っ
そ
う
の
調
査
を

重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
当
館
本
」
と
「
書
陵
部
本
」
と
で
は
、
色
遣
い
や

文
字
の
書
き
込
み
な
ど
、
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

文
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
文
字
対
照
表
で
示

し
た
。
ま
た
、
文
字
の
位
置
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
魯

仙
は
画
面
に
文
字
を
書
き
込
む
際
、
全
体
の
構
図
に
配

慮
し
て
文
字
の
位
置
や
配
列
（
右
か
ら
書
く
か
左
か
ら

書
く
か
）
を
決
め
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
「
当
館

本
」
で
は
、
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
右
か
ら
左
へ
文
字
が

書
き
込
ま
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
両
者
の
構

図
は
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
当
館

本
」
の
図
版
を
掲
載
し
、
参
考
に
供
す
る
こ
と
と
し
た
。

た
だ
し
、
誌
面
の
制
約
上
、
モ
ノ
ク
ロ
図
版
と
な
っ
た

の
で
、
カ
ラ
ー
図
版
に
つ
い
て
は
、
当
館
の
展
示
図
録

『
描
か
れ
た
青
森
』
（
当
館
、
一
九
九
九
年
）
や
、
前

出
の
『
砂
子
瀬
・
川
原
平
の
記
憶
』
『
砂
子
瀬
・
川
原

平
を
歩
い
た
人
び
と
』
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
例
言
】

（
１
）
魯
仙
に
よ
る
句
読
点
「
．
」
は
、
適
宜
「
、
」

「
。
」
に
置
き
換
え
た
。

（
２
）
校
訂
上
の
句
読
点
と
し
て
「
．
」
を
追
加
し
た
。

（
３
）
割
注
の
前
の
句
読
点
は
、
割
注
の
後
に
移
し
た
。

（
４
）
漢
字
表
記
は
原
則
と
し
て
常
用
体
を
用
い
た
が
、

原
本
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
箇
所
も
あ
る
。

（
５
）
各
丁
の
替
わ
り
目
は
「

」
」
で
示
し
た
。

（
表
紙
題
箋
）

「
安
門
瀑
布
紀
行

全
」

安
門
の
瀧
の
道
の
記

陸
奥
の
吾
か
津
軽
の
郡
の
、
西
の
山
奥
な
る
安
門
の

ミ
チ
ノ
ク

オ
ク

ア

モ

ン

瀑
布
は
、
音
高
く
響
き
わ
た
れ
る
名
区
な
れ
は
、
年
ま

タ

キ

ヒ
ゝ

ナ
ト
コ
ロ

ね
く
、
見
ま
く
ほ
れ
と
も
、
行
路
の
、
い
と
〳
〵
嶮
峻

ユ
ク
ミ
チ

サ

カ

し
き
よ
し
に
て
、
往
見
む
人
も
稀
な
る
か
ら
、
促
し
た

ユ
キ

マ
レ

ウ
ナ
カ

つ
る
者
も
な
く
、
お
も
ひ
や
る
へ
き
便
も
絶
て
、
い
た

モ
ノ

タ
ツ
キ

タ
エ

つ
ら
に
人
伝
に
の
ミ
聞
た
り
し
に
、
茲
年
文
久
二
年
壬

ヒ
ト
ヅ
テ

コ

ト

シ

戌
の
と
し
と
云
ふ
に
、
画
の
弟
子
な
る
、
三
上
ノ
仙
年

エ

オ
シ
ヘ
コ

に
、
暴
卒
に
う
な
か
さ
れ
て
、
水
無
月
の
朔
日
と
い
ふ

ニ

ハ

カ

ミ

ナ

ツ

キ

ツ
ヰ
タ
ツ

朝
び
ら
き
に
、
誰
彼
の
人
等
と
、
九
人
伴
ひ
連
て
発
途

タ
レ
カ
レ

ヒ
ト
ト
モ

コ
ヽ
ノ
タ
リ

ト
モ
ナ

ツ
レ

タ
チ
イ
テ

け
る
。
故
そ
の
い
ゆ
き
渉
れ
る
路
の
序
を
云
む
に
、
先
、

カ
レ

ワ
タ

ミ
チ

ツ
イ
テ

イ
ハ

岩
木
の
川
の
大
橋
を
う
ち
渡
り
、
駒
越
、
近
名
、
真
土

マ

ツ

チ

の
邑
々
を
す
ぐ
る
」
に
、
和
や
か
な
る
空
に
し
あ
れ
は
、

ム
ラ
〳
〵

ナ
コ

ソ
ラ

四
方
の
眺
望
の
艶
麗
し
く
、
東
は
大
城
の
高
閣
よ
り
、

ヨ

モ

ナ

カ

メ

ウ

ル

ハ

ヲ

ホ

キ

タ
カ
ト
ノ

樋
ノ
口
、
悪
戸
、
湯
口
の
邨
な
と
、
川
を
境
ひ
て
遠
近

ム
ラ

サ
カ

ヲ
チ
コ
チ

に
見
え
わ
た
り
、
西
は
熊
嶋
、
二
本
木
、
吉
田
の
邑
々
、

ム
ラ
〳
〵

翠
わ
た
れ
る
田
の
面
に
碁
布
き
、
岩
木
の
峯
は
、
霞
を

ミ
ト
リ

タ

モ

オ
キ

シ

こ
め
て
、
高
や
か
に
進
り
立
る
景
況
、
と
り
〳
〵
に
愛

ソ
ヽ

タ
テ

ア
リ
サ
マ

メ
テ

た
き
眺
望
な
り
し
に
、
往
か
も
し
ら
に
、
龍
口
、
鳥
居

ナ

カ

メ

ユ
ク

野
、
如
来
瀬
の
村
も
打
軼
り
、
大
久
保
の
邨
の
頭
よ
り
、

ス
ク

ム
ラ

ハ
シ

杭
人
の
山
に
蹐
ら
ひ
て
、
音
高
か
り
し
、
大
人
の
足
跟

ク

ヒ

ト

ノ
ボ

オ
ホ
ヒ
ト

ア
シ
ア
ト

岩
と
ふ
を
尋
ね
視
る
に
、
怪
し
き
か
も
、
奇
し
き
か
も
、

イ
シ

タ
ツ

ミ

ア
ヤ

ク
ス

三
尺
に
四
尺
は
か
り
の
岩
の
面
に
、
一
尺
四
寸
は
か
り

ミ

サ

カ

ヨ

サ

カ

モ

ヒ
ト
サ
カ

ヨ

ツ

キ

の
足
う
ら
の
形
、
石
工
の
彫
れ
る
如
く
、
き
わ
や
か
に

ア
ナ

カ
タ

イ
シ
ノ
タ
ク
ミ

ホ

窪
ミ
て
、
指
さ
へ
ま
て
に
見
え
た
り
き
。
偖
こ
を
視
畢

ク
ホ

ユ
ヒ

サ
テ

ミ

ヲ
ヘ

て
、
と
ば
か
り
往
て
、
左
り
に
紆
り
て
下
れ
る
処
は
、

ユ
キ

マ
カ

岩
木
の
川
岸
な
る
に
、
大
き
小
き
怪
し
の
」
岩
と
も
、

キ
シ

サ
ケ

ア
ヤ

数
ま
ね
て
布
足
は
し
、
川
の
あ
な
だ
は
、
吉
川
、
高
屋
、

カ
ス

シ
キ

タ
ラ

関
根
、
紙
漉
沢
又
は
る
か
に
五
所
の
村
ま
て
、
し
ゝ
む

木
立
の
隈
あ
ひ
よ
り
、
見
え
か
く
れ
に
た
つ
列
る
な
と
、

コ

タ

チ

ク
マ

ツ
ヽ
ケ

目
か
れ
も
肯
す
見
も
て
ゆ
け
は
、
早
く
も
国
吉
の
邑
に

ア
ヘ

ム
ラ

つ
き
ぬ
。
こ
は
こ
れ
雌
谷
の
沢
て
ふ
初
め
の
村
に
て
、

メ

ヤ

家
の
員
は
十
は
か
り
と
お
ほ
し
き
か
中
に
、
棟
々
し
き

ム
ネ
〳
〵

も
あ
り
て
、
其
か
う
ち
酒
か
ひ
セ
る
家
に
立
ち
よ
そ
り
、

ソ

汗
を
洗
ひ
、
酒
飲
ミ
物
な
と
た
う
べ
、
し
ま
し
憩
ら
ひ

ア
セ

ノ

て
、
又
進
ミ
行
し
に
、
程
な
く
桜
庭
の
村
な
り
し
が
、

ス
ヽ

ホ
ト

路
ゆ
き
ぶ
り
の
序
に
、
清
水
の
観
音
堂
に
ま
ゐ
て
む
と

ミ
チ

ツ
イ
テ

て
、
路
の
右
な
る
鳥
居
を
潜
り
、
一
丁
許
り
往
た
り
し

ク
ヽ

ハ
カ

ユ
キ

に
、
た
ゝ
五
軒
の
ふ
セ
屋
あ
り
。
此
を
清
水
の
村
と
云

コ

と
ぞ
。
其
が
中
に
庭
の
端
に
鐘
楼
堂
建
た
る
は
、
御
仏

ソ

ニ
ハ

ハ

シ
ユ
ロ
ウ
タ
ウ

タ
テ

ミ
ホ
ト
ケ

に
仕
へ
ま
つ
る
家
な
る
へ
し
。
こ
ゝ
よ
り
杉
の
樹
と
も

ツ
カ

ス
キ

キ

繁
」
く
し
て
立
て
い
と
露
け
か
る
が
、
其
中
に
一
条
の

シ
ケ

ヒ
ト
ス
ジ

坂
路
を
開
き
、
石
檟
を
畳
み
た
る
を
十
四
・
五
間
も
蹐

サ

カ

チ

ヒ
ラ

タ
ヽ

ノ
ホ

り
ゆ
く
に
、
左
り
に
小
け
き
祠
あ
り
て
、
か
し
こ
く
も

サ
ハ

ホ
ク
ラ

天
照
し
ま
す
大
御
神
を
祝
ひ
ま
つ
り
、
右
に
神
楽
殿
を

ア
マ
テ
ラ

オ

ホ

ミ

カ

ミ

イ
ハ

カ

ク

ラ

ト

ノ

設
け
た
り
。
又
こ
ゝ
よ
り
右
に
登
れ
は
僅
の
坦
地
に
て
、

マ

ワ
ツ
カ

ヒ

ラ

チ

向
ふ
岸
の
嵓
の
狭
間
よ
り
、
い
と
潔
き
水
の
い
さ
ゝ
か

ハ

サ

マ

キ
ヨ

流
る
ゝ
あ
り
。
又
御
堂
は
二
間
に
三
間
な
る
が
、
か
の

ミ

フ

タ

マ

ミ

マ

坦
地
を
う
し
ろ
に
取
な
し
て
岨
中
に
建
た
る
な
れ
は
、

ヒ

ラ

チ

ソ
ハ
ナ
カ

タ
テ

前
の
柱
は
六
間
は
か
り
も
有
つ
ら
む
。
故
こ
を
都
な
る

ム

マ

カ
レ

清
水
寺
に
な
ぞ
へ
て
、
舞
台
と
し
も
い
ひ
し
な
る
べ
し
。

す
べ
て
此
区
中
は
木
立
ふ
か
く
物
古
り
て
、
い
と
粛
然

ウ

チ

コ

タ

チ

モ
ノ

フ

カ

ソ

ケ

き
地
な
り
き
。
偖
こ
を
視
を
へ
て
桜
庭
の
邑
に
立
皈
り
、

ト
コ
ロ

サ
テ

ミ

カ
ヘ

米
袋
、
中
野
、
中
畑
、
と
村
な
ミ
に
打
過
ぎ
し
が
、
此

ス

村
々
は
し
、
山
の
た
お
り
に
立
並
ば
ひ
て
、
大
川
の
岸

ナ
ラ

オ
ホ
カ
ハ

キ
シ

の
上
な
れ
ば
、
大
」
路
セ
き
て
厳
ひ
立
て
る
家
な
く
、

ヘ

オ
ホ

チ

ム
カ

タ

た
ゝ
片
側
の
ミ
な
り
し
が
、
川
の
ほ
と
り
に
田
な
ん

カ
タ
カ
ハ

と
聊
見
え
た
り
き
。
か
く
て
行
々
田
代
の
村
に
至
り
、

イ
サ
ヽ
カ

ユ
ク
〳
〵
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